
白 馬 三 山 縦 走 記 2010.8.21～22 単独 

 
目的地を何処にするか（小屋の混雑含めて）間際まで悩んだ。➊ 新穂高温泉

～槍平小屋（泊）～奥丸山～わさび沢小屋～新穂高温泉。（北アルプスの展望台

と言われる奥丸山からの「展望と写真」。それと数年前新設された奥丸山～左又

林道間の新ルートを歩きたかったからが理由。問題は槍平小屋の混み具合と翌

日の山頂の天気。代案は➋ 白馬三山縦走。理由は高山植物をユックリ見たい

のと息子が中学生の時の夏休みにスケートのトレーニングを兼ねて猿倉～白馬

岳～白馬槍温泉～猿倉と一泊で歩いたが二日間とも天候に恵まれなかった事。

三国境～白馬岳間が未踏になっている事。村営頂上宿舎は今まで２回泊まった

が、空いているのと、サービスが良い事。白馬鑓温泉にもう一度入りたいなど。  

前日まで結論が出ない。最終的に➋に決定。最大の理由は今年は８月に入り、

ほとんど下界から北アルプスが顔を出さない事。二日間晴れ予報であるが、果

たして奥丸山からの眺望ができるのか？秋晴れの紅葉期に登山するのがベスト

のようだ。前置きが長くなりました。 

 

登山前、白馬村八方の駐車場からの白馬三山。 

 

 

8/21（土）快晴～晴れ   4：50～買い物

～6：00 白馬八方 Ｐ 6：38～バス～6：58

栂池高原 7：30～ゴンドラ、ロープウエイ～

8：15 栂池ヒュッテ～9：25 天狗原 9：30～

10：25 白馬乗鞍岳（2436Ｍ）10：30～11：

00 白馬大池（昼）11：30～13：10 小蓮華山

（2768Ｍ）13：20～14：00 三国境～15：00 白馬岳（2932Ｍ）15：10～15：35

村営頂上宿舎（２食付９０００円）泊 

 

左記写真・白馬大池と山荘です。 

 

兎に角素晴らしい快晴。ゴンドラの従業員も

８月はスッキリ晴れナカッタが今日が一番と

言っていた。所がロープウエイの頃から少し

雲が出てきた。白馬大池までは何回も歩いて

いる。岩の多い歩きズライ道だ。 



白馬大池からは普通の登山道になり歩き易い。 

花を見ながらノンビリ登る。三国境付近からウルップソウやコマクサが多いが

皆もう遅い。鉢ケ岳も雪倉岳も雲の中で見えない。シロウマタンポポ、トウヤ

クリンドウが多い。白馬岳～雪倉岳間は本当に高山植物の豊富な所だ。旭岳が

見えるようになり、白馬岳の山頂に到着する。 

 

沢山の登山客でにぎやかだ。昨年はお盆に帰省した息子が「親父、何処かへ登

山しよう」というので、猿倉から日帰りで白馬岳を往復したのを思い出した。

松沢貞逸顕彰碑に寄る。昨年通った村営宿舎への近道は「閉鎖」されていた。

大きな部屋に３人のみ、寂しい位だ。談話室で缶ビールを飲む。350ＭＬは５０

円、500ＭＬは１００円も白馬館経営の白馬山荘より安い。兵庫県からのオバサ

ン２名と山の話をする。北又小屋～朝日小屋（泊）からで明日は私と同じで鑓

温泉経由で猿倉へ下山との事。明日中に帰宅するので、早立ちとの事。山の知

識も豊富な人達だ。自炊でＪＲ利用との事。交通費も大変だ。そういえば、ゴ

ンドラで話した若い女性は岡山からで皆さん遠い所から交通費掛けて大変だ。

長野県民は其の点恵まれているけど、登山人口は何故か少ない。何時も不思議

に思うが。此処の食事は前から「バイキング方式」でとても合理的と思う。進

歩的発想の「村営」だ。サービスや従業員の応対も民営以上だ。宿泊者数、約

１００人。どの部屋もガラ空き。でも何処かの民営の小屋とは違いユックリ泊

めてくれる。家族は家族。女性は女性。グループなど相手を見て部屋割りする

ようだ。これも感心。私の部屋は中高年の男の単独行者の部屋のようだ。 

 

8/22（日）快晴。 5：35～6：45 杓子岳（2812Ｍ）6：52～7：45 鑓ケ岳（2903

Ｍ）8：10～8：30 分岐～9：57 白馬鑓温泉（入浴、３００円）11：00～13：00

小日向のコル 13：05～14：06 林道～14：20 猿倉 14：45～（バス）15：10 八方

15：15～16：00 自宅 総走行距離 74ＫＭ。 

 

白馬鑓ケ岳山頂にて。右は白馬岳。         鑓ケ岳からの剣岳～立山です。 

左は旭岳です。 



剣岳の雄姿。白馬鑓ヶ岳山頂より。      毛勝三山。右が９月に登る予定の毛勝山 

 

 

朝食は 5：00 から。バイキングの特権で食いだめして出発。風が吹いていて、

長袖シャツで丁度。手袋しないと手が冷たい感じ。群馬県のＹさん達と歩いた

清水尾根～祖母谷温泉へのルートを懐かしがりながら分岐を左折。目の前は旭

岳（2867Ｍ）が大きく立派。日本百高地なので、何時か登りたい。快晴で素晴

らしい眺望だ。毛勝三山が目の前。9/20 に埼玉、長瀞のＵ氏と登山予定の毛勝

山（2414Ｍ、日本２００名山）は右端だ。剣岳も此処からは三角錐的に見える。 

 

前回登頂しなかった杓子岳山頂に向かう。たいした標高差でないのに最近は体

が重い感じ。足も重ったるい。前後には登山者がチラホラ続く。人気のコース

だ。鑓ケ岳からの眺望は最高！槍ケ岳もハッキリ見える。ただ、東側は高妻山

や雨飾山などが山頂部しか雲で見えない。２０分も展望を楽しむ。この先鑓温

泉側へ降りるともう展望は無くなるので。この天気なら「奥丸山」の方が良か

ったかとも思う。稜線と別れて大出原へ下る。お花畑が有名だがそんなには感

じない。花は確かに多いが。クルマユリの群生は見事だが。鑓温泉はこれぞ正

に「源泉掛け流し」。チョット熱めが欠点か。入浴している所の写真も撮ったが

少し猥褻感があり「非公開」にする。反省。足湯も無料で利用できる。昼食は

朝の食いだめが効いて、カロリーメイトですませる。少し下った「温泉下」付

近のお花畑が良かった。何と不思議な事に「ウルップソウ」が数株咲いていた。 

思わぬ所にウルップソウが。白馬やり温泉下    ミヤマキンポウゲの群生。鑓温泉下 



正に源泉掛け流しの白馬鑓温泉。手前は無料の足湯。 

 

稜線の砂礫地に多い

し、もう花が終わっ

ていたのに、此処は

標高も低く、普通の

お花畑で砂礫地でも

無い。本当に不思議

だ。ミヤマキンポウ

ゲの群生も見事だ。

単独行なので気楽に

歩く。ただバスの時

間の制約がある。

15：50 発が最終だ。

矢張りマイカー登山は其の点気楽だ。標高が低くなって「雪渓」が残っている。

歩きズライ道が少し続く。時期によって登山道が変わるせいか。小日向のコル

からは普通の登山道で花も少なくなるのでピッチが上がる。其の前のバスは

14：45 発。コースタイムより１0 分早く歩けば間に合う。そのせいか真面目に

歩いたら、何とコースタイムより、３５分も早く歩いた事になる。膝が弱点の

小生は下りが遅いはずだが。昨日の兵庫県のオバサンもバスを待っていた。こ

れから自宅までＪＲ乗り継いで帰宅は 22：00 過ぎだろう。八方の駐車場には温

泉もあるので、汗を流してもらい白馬の駅まで送ってやろうかとも考えたが、

時間的にどうか？声をかけなかった。それにしても八方には村営の無料駐車場

が５箇所もあり、温泉もある。登山バスも出ている。もっと多くの人に来て貰

いたいと思う。 

✽ 今回は長野県自然保護レンジャーのパトロールを兼ねています。 

✴ 今後の山行予定 9/19～20 毛勝山 Ｕ氏と。１９日前泊。10/2～3 予備日。 

  １０月中旬 餓鬼岳～唐沢岳（２泊３日）。９月～１０月上旬に奥又白池。

（同行者募集中）日帰りは無理かな？ ９月下旬～１０月中旬 奥丸山。日帰

りは無理かな？１０月下旬～以降は金時山、箱根山、愛鷹山、越前岳など。山

梨県方面へ。 

 


